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児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
に
要
す
る
経
費
及
び

（
仮
称
）貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー
建
設
に
要
す
る
経
費
を
含
む

第
１
回
定
例
会
の
概
要

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
（
野
見
山
修
吉
議
長
）
は
１
月　

日
に
開
会
し
、

２５

３０

３
月
７
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
し
た
案
件
は
、
議
案　

件
、
議
員
案　

件
、
陳
情　

件
、
報

３４

１２

３５

告
２
件
、
調
査
６
件
で
す
。

【
１
月
】

　

日　

本
会
議（
議
案
審
議
及
び
採
決
、

３０

陳
情
採
決
及
び
撤
回
、
委
員
会

付
託
、
平
成　

年
度
施
政
方

２５

針
）

　

日　

本
会
議
（
平
成　

年
度
施
政
方

３１

２５

針
に
対
す
る
質
疑
）

【
２
月
】

１
日　

本
会
議
（
議
案
審
議
及
び
委
員

会
付
託
）

４
日　

本
会
議
（
議
案
審
議
及
び
委
員

会
付
託
、
請
願
・
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

１５

審
議
及
び
採
決
並
び
に
委
員
会

付
託
、
議
員
案
の
撤
回
、
議
員

案
の
審
議
及
び
委
員
会
付
託
）

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１８
　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１９
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

２０
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

２１
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

２２
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

２６
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

２７
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

２８
　
　
　

ご
み
処
理
施
設
建
設
等
調
査
特

別
委
員
会

【
３
月
】

１
日　

庁
舎
建
設
等
調
査
特
別
委
員
会

４
日　

本
会
議
（
議
案
の
撤
回
、
議
案

の
審
議
及
び
委
員
会
付
託
、
議

員
案
の
審
議
及
び
採
決
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

ご
み
処
理
施
設
建
設
等
調
査
特

別
委
員
会

６
日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

採
決
、
議
案
の
審
議
、
及
び
採

決
、
議
員
提
出
議
案
の
審
議
及

び
採
決
、
特
別
委
員
会
調
査
項

目
の
中
間
報
告
）

７
日　

本
会
議
（
議
案
の
採
決
、
議
員

提
出
議
案
の
審
議
及
び
採
決
、

陳
情
の
委
員
会
付
託
）

平
成　

年
第
１
回

２５
定
例
会
日
誌

平成２５年３月７日・８日に開催された『夜明け市場 in 小金井』の様子

議員提案による条例が可決
アスベスト飛散防止条例・食育推進基本条例

　

２
月　

日
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

１５

ジ
で
、
税
等
（
所
得
税
、
個
人
市
民
税
・
都
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
（
料
）、
年
金
保
険
料
）
の
納
付
状
況
を
公
表

し
ま
し
た
。
第
１
回
定
例
会
３
月
４
日
の
本
会
議
で
、
渡

辺
大
三
議
員
は
、
自
身
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

一
部
未
納
が
あ
っ
た
こ
と
を
小
金
井
市
議
会
議
員
の
政
治

倫
理
に
関
す
る
条
例
第
５
条
に
基
づ
き
、
弁
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
一
部
未
納
の
あ
っ
た

田
頭
祐
子
議
員
及
び
年
金
保
険
料
に
一
部
未
納
の
あ
っ
た

鈴
木
成
夫
議
員
も
同
日
の
本
会
議
で
陳
謝
し
ま
し
た
。

（
一
部
未
納
に
つ
い
て
は
、
前
号
の
市
議
会
だ
よ
り
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

市議３名が税等の
一部未納を本会議で弁明

　

本
件
は
、
市
民
の
健
康
を
保
護
し
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防
止
し
、
ま
た
、
安

全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
８
名
の
議
員
に
よ
り
提
案
さ
れ

１５

ま
し
た
。

　

同
日
の
本
会
議
で
建
設
環
境
委
員
会
（
紀
由
紀
子
委
員
長
）
に
付
託
し
、

　

日
の
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

１９
　

３
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散

防

止

条

例

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

２５

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
６
千　

万
円
で

３７１

５００

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
約
０
・
６
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
２
面
に
掲
載
）

　

２
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
長
を
除
く
全
議
員
（　

名
）
で
構
成

２２

す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
漢
人
明
子
委
員
長
）
に
付
託
し
、
平
成　

年
度
の

２４

各
補
正
予
算
及
び
各
特
別
会
計
予
算
と
合
わ
せ
、
６
日
間
に
及
ぶ
委
員
会
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
否
決
し
、
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度

２５

一
般
会
計
予
算

　

本
件
は
、
食
育
に
関
し
、
基
本
理
念
及

び
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
小
金
井
ら
し
い
食
生
活
の
あ

る
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
地
域
展
開
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

３
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、　

名
の
議
員
に
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

２０

　

内
容
に
は
、
基
本
と
な
る
施
策
（
市
の
責
務
や
市
民
及
び
各
関
係
機
関
の

役
割
等
）
や
推
進
体
制
（
推
進
計
画
及
び
推
進
会
議
に
つ
い
て
等
）
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

７
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

食
育
推
進
基
本
条
例

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成ɹ

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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ををををををををををををををををををををを
可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可

一
般
会
計
予
算
を
可
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
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⚙
千
円
Ờỏ
福
祉
会
館
に
要
す
る
経

費
ớ
⚔
千　

万
⚕
千
円
Ờỏ
保
育
園
維

⚔⚕⚕

持
管
理
に
要
す
る
経
費
ớ
⚘
億
⚘
千

　

万
円
Ờỏ
商
工
振
興
に
要
す
る
経

⚑⚘⚒費
ớ
⚑
億
⚒
千　

万
⚑
千
円
Ờỏ
都
道

⚖⚕⚖

⚓
・
⚔
・
⚘
号
線
整
備
に
要
す
る
経

費
ớ　

万
円
Ờỏ
塵
芥
処
理
に
要
す
る

⚓⚓⚖
経
費
ớ　

億　

万
⚖
千
円
Ờỏ
ご
み
減

⚑⚑

⚘⚙⚖

量
啓
発
に
要
す
る
経
費
ớ
⚒
千　

万
⚘⚒⚗

⚕
千
円
Ờỏ
農
業
振
興
対
策
に
要
す

る
経
費
ớ
⚒
千　

万
⚖
千
円
Ờỏ
コ
ミ

⚕⚓⚕

ỿ
ニ
テ
ỹ
バ
ス
に
要
す
る
経
費
ớ
⚒

千　

万
⚕
千
円
Ờỏ
災
害
対
策
に
要

⚖⚔⚔
す
る
経
費
ớ
⚔
千　

万
⚘
千
円
Ờỏ
私

⚖⚔⚑

立
幼
稚
園
補
助
金
に
要
す
る
経
費

ớ
⚑
億
⚗
千　

万
⚑
千
円
Ờ
な
ど
で

⚒⚒⚖

す
Ố

　

⚓
月
⚖
日
の
本
会
議
で
は
ỏ
本
件

に
対
す
る
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
ỏ
こ
れ
を
否
決
し
ỏ
起
立

採
決
の
結
果
ỏ
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
Ố

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

青
木
ひ
か
る
ớ
み
ど
り
・
市
民
Ờ

　

第
⚑
に
ỏ
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の

予
算
が
全
く
計
上
さ
れ
て
い
な
い
Ố

リ
ồ
ス
庁
舎
の
賃
借
期
間
の
い
た
ず

ら
な
延
長
に
つ
な
が
る
市
長
の
姿
勢

は
容
認
で
き
な
い
Ố
第
⚒
に
ỏ
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
第
⚒
地
区
再
開
発
事

業
の
都
市
計
画
決
定
に
向
け
て
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
Ố
第
⚓
に
ỏ

災
害
対
策
の
予
算
が
不
十
分
で
あ
る
Ố

よ
ỳ
て
反
対
す
る
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

渡
辺
ふ
き
子
ớ
公
明
党
Ờ

　

長
引
く
経
済
不
況
に
市
税
収
入
が

減
少
す
る
中
ỏ
我
が
党
の
生
命
を
守

る
要
望
が
随
所
に
反
映
さ
れ
た
Ố
高

架
下
利
用
の
自
転
車
駐
車
場
設
置
経

費
や
ỏ
貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ồ
建

設
経
費
Ố
救
急
医
療
キ
ỽ
ト
や
ヘ
ル

プ
カ
ồ
ド
の
導
入
経
費
Ố
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
チ
ỻ
ỽ
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
Ố

ア
レ
ル
ギ
ồ
対
応
食
材
の
災
害
用
備

蓄
拡
充
等
を
含
む
本
予
算
に
賛
成
Ố

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

関
根
優
司
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
・
東

小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理
・
大
型
道

路
建
設
等
の
財
政
負
担
が
市
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
Ố
道
路
拡
幅
に　

億
⚑⚔

円
投
入
し
こ
ど
も
の
た
め
の
経
費
を

⚗
千
万
円
削
る
よ
う
な
こ
と
は
や
め

蛇
の
目
に
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
リ
ồ
ス

庁
舎
を
解
消
し
ỏ
認
可
保
育
園
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ồ
ム
の
増
設
・
国
保

値
下
げ
等
市
民
生
活
を
応
援
す
べ
き
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

中
山
克
己
ớ
自
民
党
小
金
井
Ờ

　

市
の
行
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
ỳ
て
も
ỏ
限
り
あ
る
行
政
経
営

資
源
を
最
大
限
活
用
し
ỏ
市
民
サ
ồ

ビ
ス
の
向
上
ỏ
充
実
ỏ
増
進
を
図
ろ

う
と
評
価
で
き
る
予
算
と
な
ỳ
て
い

る
Ố
小
金
井
市
制　

周
年
の
節
目
と

⚕⚕

し
て
ふ
さ
わ
し
く
ỏ
難
局
を
乗
り
越

え
ỏ
将
来
に
向
け
て
安
定
し
た
行
政

の
遂
行
と
市
民
生
活
の
よ
り
一
層
の

発
展
の
た
め
の
本
予
算
に
賛
成
す
る
Ố

 　

平
成　

年　

月　

日
の
本
会
議
に

⚒⚔

⚑⚒

⚒⚐

お
い
て
厚
生
文
教
委
員
会
ớ
遠
藤
百

合
子
委
員
長
Ờ
に
付
託
さ
れ
ỏ
平
成

　

年
⚑
月
⚙
日
及
び
⚒
月　

日
の
委

⚒⚕

⚑⚘

員
会
で
審
査
し
ま
し
た
Ố

　

本
条
例
は
ỏ
心
身
の
発
達
に
お
い

て
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童
及
び

そ
の
家
族
に
対
し
ỏ
必
要
な
相
談
ỏ

指
導
及
び
訓
練
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
ỏ
当
該
児
童
の
健
や
か
な
成

長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

と
し
て
小
金
井
市
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ồ
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
ỏ

当
該
施
設
の
利
用
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
に
提
案
さ
れ
ま

し
た
Ố

　

⚓
月
⚖
日
の
本
会
議
で
は
ỏ
起
立

採
決
の
結
果
ỏ
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
Ố

小

金

井

市

児

童

発

達

支

援

セ

ン

タ

ồ

条

例

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

水
上
洋
志
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ồ
は
ỏ
市

民
か
ら
切
実
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
ỏ
設
置
に
反
対
す
る
も
の
で
は

な
い
Ố
よ
り
良
い
セ
ン
タ
ồ
と
す
る

た
め
に
ỏ
休
日
開
館
や
給
付
申
請
に

至
ら
な
い
場
合
の
受
け
入
れ
な
ど
改

善
を
求
め
て
き
た
Ố
と
り
わ
け
自
立

支
援
法
へ
の
移
行
で
応
益
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
軽
減
策
が
な
い
こ
と
は

問
題
で
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
Ố

 　

平
成　

年
⚒
月　

日
の
本
会
議
に

⚒⚕

⚑⚕

お
い
て
建
設
環
境
委
員
会
ớ
紀
由
紀

子
委
員
長
Ờ
に
付
託
さ
れ
ỏ　

日
の

⚑⚙

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
Ố

　

本
条
例
は
ỏ
平
成　

年　

月
⚕
日

⚒⚒

⚑⚒

に
同
名
の
条
例
案
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
ỏ
委
員
会
に
お
け
る
ỏ
計

　

回
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
ỏ
そ
の

⚑⚙条
例
案
を
撤
回
し
ỏ
改
め
て
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
Ố

　

内
容
は
ỏ
市
民
の
健
康
を
保
護
し
ỏ

ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防
止
し
ỏ
ま

た
ỏ
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
ỏ
建
築
物
所
有

者
や
施
行
者
の
責
務
ỏ
市
民
の
役
割
ỏ

飛
散
対
策
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
Ố

　

⚓
月
⚖
日
の
本
会
議
で
は
ỏ
起
立

採
決
の
結
果
ỏ
起
立
全
員
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

漢
人
明
子
ớ
み
ど
り
・
市
民
Ờ

　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建
物
の
解
体

ピ
ồ
ク
は
⚒
⚐
⚒
⚐
年
頃
で
あ
り
ỏ

粉
塵
被
害
防
止
の
取
組
が
求
め
ら
れ

る
Ố
ア
ス
ベ
ス
ト
教
育
な
ど
の
市
民

の
役
割
ỏ
第
三
者
機
関
の
測
定
に
よ

る
客
観
性
確
保
ỏ
立
入
検
査
へ
の
市

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力
を
含
む
本
条
例

の
意
欲
的
執
行
と
ỏ
他
の
自
治
体
へ

の
波
及
効
果
や
国
や
都
の
法
規
制
強

化
へ
の
影
響
力
を
期
待
す
る
Ố

小
金
井
市
ア
ス
ベ
ス
ト

飛

散

防

止

条

例

審
議
し
た
主
な
議
案

　

⚒
月
⚑
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議

長
を
除
く
全
議
員
ớ　

名
Ờ
で
構
成

⚒⚒

す
る
予
算
特
別
委
員
会
ớ
漢
人
明
子

委
員
長
Ờ
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

委
員
会
で
は
ỏ
⚒
月　

日
ỏ　

日
ỏ

⚒⚑

⚒⚒

　

日
ỏ　

日
及
び　

日
の
⚕
日
間
に

⚒⚖

⚒⚗

⚒⚘

わ
た
り
ỏ
歳
入
ỏ
歳
出
ỏ
総
括
の
順

に
審
査
を
行
い
ỏ
質
疑
を
終
了
し
ỏ

起
立
採
決
の
結
果
ỏ
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
Ố

　

主
な
内
容
は
ỏ
生
活
保
護
扶
助
に

要
す
る
経
費
ớ　

億
⚙
千　

万
⚗
千

⚒⚙

⚒⚖

円
Ờỏ
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ

ン
作
成
事
業
に
要
す
る
経
費
ớ　

万
⚒⚔⚘

審
議
し
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
予
算

⚒⚕

一般会計歳入・歳出予算の内訳

※円グラフの予算額は、千円の位を四捨五入しています。

歳  入
371億
6500万円

歳  出
371億
6500万円

民生費
159億9473万円
43.0％

その他
4億4253万円
1.2％

市税
197億220万円
53.0％

議会費
3億9051万円
1.0％

土木費
44億3865万円
11.9％

国庫支出金
49億7410万円
13.4％

都支出金
46億511万円
12.4％

市債
29億2140万円
7.9％

地方消費税交付金
11億2800万円
3.0％

その他
38億3419万円
10.3％

教育費
42億2248万円
11.4％

衛生費
36億7061万円
9.9％

総務費
35億1421万円
9.5％

公債費
29億4091万円
7.9％

消防費
15億5036万円
4.2％

⚔月⚔日で審議未了となった案件 委員会の調査案件

　次の案件は、⚔月⚔日に議員の任期
が満了したことに伴い、廃案となりま
したので、以後審査は行われません。
　同趣旨の請願・陳情を希望される方
は、改めて請願・陳情の手続が必要です。

総務企画委員会

▶審議会傍聴における「意見・提案シ
ート」の常設を求める陳情書
▶北朝鮮に対しての制裁の強化を求め
る意見書の提出を求める陳情書
▶「東京都議会議員の会議出席に伴う
費用弁償に関して、抜本的な見直し
を求める意見書」を提出することを
求める陳情書

議会運営委員会

▶「市議会だより」の記事に関する陳
情書 

　特別委員会は、各委員会で中間報告
として、意見要望の発言を行い、⚓月
⚖日の本会議で中間報告が行われまし
た。
　調査自体は、調査が終了していない
との判断から、継続調査となりました
が、⚔月⚔日に議員の任期が満了した
ことに伴い、特別委員会とともに消滅
しました。

ごみ処理施設建設等 
調査特別委員会

▶ごみ処理施設建設及びごみ対策に係
る諸問題の調査

庁舎建設等調査特別委員会

▶庁舎建設等に係る諸問題の調査

　次の案件は、各委員会で総括の意見要望の発言を行い、調査を終了し、
⚓月⚖日の本会議で調査報告が行われました。

厚生文教委員会

▶所管事務調査（発達支援の施策に関する諸問題の調査）

建設環境委員会

▶所管事務調査（中央線連続立体交差化事業及び駅周辺の開発・整備に
ついて）
▶所管事務調査（小金井市の環境政策の取組に関する諸問題について）

議会運営委員会

▶議会改革に関する諸問題の調査
　

　所管事務調査とは

　常任委員会が、それぞれの所管に属する事務について、その事項、目
的、方法及び期間等を議長に通知することによって、委員会独自に調査
を行うことが出来るものです。
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敢

自
民
党
小
金
井 
棺

公　

明　

党 
棺

民
主
・
社
民 
棺

日
本
共
産
党 
棺

み
ど
り
・
市
民 
款

原案可決○○○○○○厚小金井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例

第
１
回
定
例
会

原案可決○○○○○○厚
小金井市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例

原案可決○○○○×○厚小金井市児童発達支援センター条例

原案可決○○○３
−１○××予平成２４年度小金井市一般会計補正予算（第１１回）

原案可決○○○○×○予平成２４年度小金井市一般会計補正予算（第１２回）

原案可決○○○○○○予平成２４年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第４回）

原案可決○○○○○○予平成２４年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○予平成２４年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○○○予平成２４年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○××予平成２５年度小金井市一般会計予算

否　決××××○×即議案第７号平成２５年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（板倉議員他３人）

原案可決○○○○○○予平成２５年度小金井市国民健康保険特別会計予算

原案可決○○○○×○４
×１予平成２５年度小金井市下水道事業特別会計予算

原案可決○○○○○○４
△１予平成２５年度小金井市介護保険特別会計予算

原案可決○○○○××予平成２５年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算

原案可決○○○○○○総小金井市職員の懲戒の手続および効果に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○総公益的法人への小金井市職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○厚小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○×○総地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の
整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

原案可決○○○○×○厚小金井市福祉共同作業所条例の全部改正について

承　認○○○○○○即議案第１８号小金井市保育料徴収条例の一部を改正する条例の撤回

原案可決○○○○○○総小金井市小口事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○建小金井市市営住宅条例及び小金井市高齢者住宅条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○建小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○建小金井市市営住宅等整備の基準に関する条例

原案可決○○○○○○建小金井市道の構造の技術的基準等を定める条例

原案可決○○○○○○建小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○建小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○建小金井市立公園条例の一部を改正する条例

原案可決○○○３
−１○○○即小金井市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○即小金井市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○厚小金井市保育料徴収条例の一部を改正する条例

可　決○○○○○○即補助金等の返還に係る和解について

原案可決○○○○×○即平成２４年度小金井市一般会計補正予算（第１３回）

承　認○○○３
−１○○○即議員案第６８号小金井市アスベスト飛散防止条例の撤回

原案可決○○○○○○建小金井市アスベスト飛散防止条例（議員提案）

原案可決○○○○○○即小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例（議員
提案）

原案可決○○３
△１○○○○即小金井市食育推進基本条例（議員提案）

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
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第二庁舎の１階にある市民課窓口の様子

（みどり・市民）みどり・市民ネット
（日本共産党 ）日本共産党小金井市議団
（民 主・社 民 ）民主党・社民クラブ
（公　明　党 ）小金井市議会公明党
（自民党小金井）自由民主党小金井市議団
（改 革 連 合 ）改革連合

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４ページ～６ページ）
２月７日・８日・１５日

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

契
虐
待
や
い
じ
め
、
不
登
校
の
未

然
防
止
、
問
題
行
動
が
あ
る
児
童
生

徒
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
配
置
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が
抱

え
る
様
々
な
問
題
や
悩
み
の
相
談
を

受
け
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。

こ
れ
ら
の
技
術
的
支
援
体
制
は
重
要

だ
が
、
現
状
は
。
形
こ
れ
ら
を
導
入

し
て
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
。
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
楽
し
く
、
充
実
し

た
学
校
生
活
の
な
か
で
将
来
の
自
分

を
形
成
で
き
る
よ
う
取
組
の
継
続
、

強
化
を
お
願
い
す
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
こ
れ
ら
の
専

門
性
を
更
に
高
め
、
支
援
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
教
育
相
談
研
修
会
、

教
育
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
、

定
期
的
な
連
絡
会
、
研
修
会
を
行
っ

て
い
る
。
形
児
童
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
教
職
員
や
保
護
者
へ
の

助
言
と
援
助
、
情
報
収
集
な
ど
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携

し
、
対
応
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

■
他
に
『
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条

例
』『
道
路
の
縁
石
の
段
差
解
消
』
に

つ
い
て
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
体
罰

に
つ
い
て
契
熱
意
あ
る
指
導
の
延
長

で
あ
れ
ば
体
罰
は
許
さ
れ
る
の
か
。

暴
力
で
人
は
育
つ
の
か
。
勝
利
至
上

主
義
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
教

育
委
員
会
の
認
識
は
。
形
実
態
把
握

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
学
校
法
第　
１１

条
で
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
体

罰
と
熱
意
あ
る
指
導
は
全
く
別
物
で

あ
る
と
い
う
認
識
。
暴
力
で
人
は
絶

対
に
育
た
な
い
。
部
活
動
は
明
る
く

豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度
を
育
て
る

こ
と
が
目
的
。
形
丁
寧
に
進
め
た
い
。

　

許
高
架
下
利
用
に
つ
い
て
。
契
自

転
車
駐
車
場
の
整
備
状
況
を
問
う
。

形
高
架
下
の
公
租
公
課
分
で
当
初
予

定
し
て
い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
所
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等

の
設
置
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
計
画
通
り
進

め
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

形
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
早
急
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
長　

形
高
架
下
に
と
ら
わ
れ
ず

設
置
場
所
確
保
に
努
め
た
い
。

宮
崎
晴
光
（
民
主
・
社
民
）

　
　

年
前
に
決
定
さ
れ
た
都
市
計
画

５０
道
路
３
・
４
・
８
号
線
の
拡
幅
に
関

し
、
対
象
権
利
者
個
々
の
声
を
聞
い

て
進
め
る
べ
き
だ
が
。
契
計
画
と
現

状
に
つ
い
て
の
認
識
は
。
形
残
地
の

扱
い
は
。
径
対
象
者
と
の
話
合
い
を

ど
う
行
う
か
。
恵
生
活
再
建
上
、
建

坪
容
積
率
を
見
直
せ
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
都
市
計
画
は

粗
い
縮
尺
図
面
が
元
な
の
で
誤
差
が

出
る
。
精
査
し
な
が
ら
区
画
整
理
と

整
合
し
た
南
北
一
体
の
都
市
整
備
を

進
め
た
い
。
形
残
地
は
減
価
分
を
補

償
し
た
い
。
径
対
象
者
の
事
情
に
十

分
配
慮
し
進
め
た
い
。
恵
都
市
計
画

は
、
上
位
計
画
と
の
整
合
性
、
変
更

時
期
、
手
法
等
を
総
合
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
回
整
備
す
る
沿

線
は
、
住
商
複
合
地
で
あ
る
。
供
用

開
始
時
期
等
を
考
慮
し
、
適
切
に
見

直
し
、
誘
導
容
積
型
地
区
計
画
を
有

効
に
活
用
し
た
い
。
用
途
地
域
の
見

直
し
が
可
能
か
ど
う
か
、
内
容
も
含

め
て
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。
地

区
の
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る

た
め
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。

武
井
正
明
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
Ｊ
Ｒ
東
小
金
井
駅
高
架
下
の
利

用
に
つ
い
て
。
契
Ｊ
Ｒ
の
店
舗
出
店

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
形
西

口
改
札
開
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　

経
済
課
長　

契
現
在
、
商
工
会
と

話
し
合
い
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

形
出
店
予
定
の

商
業
計
画
と
同
時
に
開
設
さ
れ
る
と

思
う
。

　

許
特
定
健
診
が
近
隣
市
の
診
療
機

関
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
。
契
こ

の
間
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。
形

い
つ
ま
で
に
決
着
す
る
の
か
。

　

市
民
部
長　

契
武
井
議
員
か
ら
平

成　

年
第
３
回
定
例
会
で
質
問
を
受

２２
け
過
去
３
回
医
師
会
と
話
合
い
を
持

っ
て
い
る
。
形
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム

等
の
課
題
も
あ
る
が
医
師
会
と
の
協

議
を
重
ね
た
い
。

　

距　

兆
円
の
国
の
補
正
予
算
に
つ

１３

い
て
。
契
地
方
自
治
体
関
連
の
内
容

は
ど
う
か
。
形
き
び
し
い
本
市
の
財

政
状
況
の
中
で
活
用
で
き
る
も
の
は

あ
る
の
か
と
の
質
問
に
契
地
方
交
付

税
の
追
加
交
付
の
見
込
み
。
形
元
気

交
付
金
の
活
用
を
す
る
と
の
答
弁
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

虚
市
民
課
で
の
手
続
が
増
え
る
３

月
や
４
月
を
中
心
に
、
担
当
部
署
が

市
民
課
フ
ロ
ア
に
お
い
て
、
直
接
、

ご
み
有
料
袋
や
分
別
方
法
、
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
補
助
等
に
つ
い
て
説

明
を
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

昨
年
、
ご
み
対
策
課

で
作
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
、　

イ
３２

ン
チ
の
テ
レ
ビ
を
市
民
課
フ
ロ
ア
に

設
置
し
放
映
し
て
い
く
。

　

許
本
庁
舎
玄
関
内
に
あ
る
市
役
所

案
内
表
示
を
、
も
っ
と
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
も
の
に
改
善
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

以
前
指
摘
を
受
け
改

善
し
た
が
、
今
回
、
文
字
等
を
拡
大

し
、
カ
ラ
ー
化
し
て
更
に
改
善
し
た
。

　

距
芸
術
文
化
の
振
興
の
た
め
に
、

は
け
の
森
美
術
館
発
信
の
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
や
、
コ
コ
バ
ス
を
使
っ
た
広

告
な
ど
行
わ
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

展
覧
会
を
周
知
す
る

新
た
な
手
法
と
し
て
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
職
員
の
出
勤
時
間
を
ず

ら
す
こ
と
で
、
業
務
の
柔
軟
対
応
と

超
過
勤
務
の
抑
制
を
図
ら
な
い
か
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ルル

ワ
ー
カ
ー
の
支
援
体
制
強

ワ
ー
カ
ー
の
支
援
体
制
強
化化

体
罰
に
つ
い
て

体
罰
に
つ
い
て
／／

シ
ル
バ
ー
事
務
所
に
つ
い

シ
ル
バ
ー
事
務
所
に
つ
い
てて

都
市
計
画
道

都
市
計
画
道
路路

３
・
４
・
８
号
線
の
諸
問

３
・
４
・
８
号
線
の
諸
問
題題

求められる段差解消
車乗り入れブロック（左下）とゼロ段差車道境界（右下）

３・４・８号線の現状

J
R
東
小
金
井
駅
高
架
下

J
R
東
小
金
井
駅
高
架
下
のの

利
用
に
つ
い

利
用
に
つ
い
てて

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

契
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
。
昨
年
は

笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故
に
よ
っ

て
９
人
の
方
の
命
が
失
わ
れ
た
。
橋

り
ょ
う
の
点
検
・
改
修
を
早
期
に
行

わ
な
い
か
。

　

形
通
学
路
の
安
全
点
検
・
安
全
対

策
の
強
化
に
つ
い
て
。
対
策
必
要
５

箇
所
の
う
ち
２
箇
所
（
農
工
大
通
り
、

霊
園
通
り
）
の
対
策
実
施
が
、
未
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
見
解
を
問
う
。

径
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
、
早
急

な
対
応
を
行
う
べ
き
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
点
検
し
、
結

果
を
も
と
に
、
補
助
金
等
を
活
用
し
、

検
討
し
て
参
り
た
い
。
形
農
工
大
通

り
は
、
規
制
も
考
え
ら
れ
る
が
、
難

し
い
。
霊
園
通
り
は
、
警
視
庁
に
信

号
機
を
上
申
中
で
あ
る
。
径
関
係
機

関
、
団
体
と
協
力
し
て
対
策
を
進
め

て
参
り
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
近
隣
の
大
学
と
の

防
災
協
定
を
結
ば
な
い
か
」「
本
年
は

市
制　

周
年
で
あ
る
。
小
金
井
市
の

５５

ま
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、

小
金
井
市
と
三
宅
村
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
な
い
か
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

市
民
の
命
を
守

市
民
の
命
を
守
るる

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
対

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
対
策策

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
をを



平成２５年（２０１３年）４月１６日発行－５－　　（２３７号） 議 会 だ よ り

一
般
質
問
と
は

　議員が議案を審議・議決する以外に、
市政全般にわたり、市長や行政機関など
に対し、質問することができます。
　市が行う事務の状況及び将来に対する
方針などについての質問をし、報告や説
明を求めることをいいます。

 一般質問はいつ行われるの？
 原則３月、６月、９月、１２月の年４回の
定例会で行います。

 質問時間はどのくらい？
 １人１回おおむね１時間です。
 傍聴はできるの？
 だれでも傍聴できますので、議会事務局
で傍聴の手続をしてください。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

議議
会会

ＱＱ
＆
 
＆ 
ＡＡ

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
仙
川
南
の
公
務
員
住
宅
の
売
却

の
話
が
あ
る
。
都
の
方
針
通
り
親
水

公
園
に
す
る
よ
う
都
と
協
議
を
。

　

環
境
部
長　

仙
川
南
の
公
務
員
住

宅
に
つ
い
て
そ
う
い
う
話
が
あ
る
の

な
ら
、
開
発
に
合
わ
せ
た
公
園
整
備

の
負
担
に
合
わ
せ
て
野
川
河
川
整
備

計
画
に
沿
っ
た
整
備
を
お
願
い
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

許
公
務
員
住
宅
跡
地
を
活
用
し
て

特
養
な
ど
福
祉
施
設
を
。

　

市
長　

国
が
ど
う
考
え
る
の
か
注

視
し
て
い
く
。
市
と
し
て
要
望
で
き

る
も
の
は
要
望
し
て
く
。

　

距
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の
安
全
対

策
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

歩
道
橋
撤
去
後
、

仮
の
横
断
歩
道
と
信
号
を
設
置
す
る
。

　

鋸
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス

が
市
内
に
多
数
あ
り
、
居
住
者
や
近

隣
住
民
か
ら
問
題
も
多
数
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
規
制
強
化
を
。

　

市
長　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
中
の
生

活
が
憲
法　

条
で
保
障
さ
れ
る
生
活

２５

に
は
到
底
な
っ
て
い
な
い
。
国
が
全

国
一
律
に
対
応
す
る
の
が
基
本
。

仙
川
の
親
水
公
園
化

仙
川
の
親
水
公
園
化
をを

仙川を親水公園に。その南に福祉施設を

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
。
今

ま
で
も
備
蓄
品
の
充
実
や
避
難
所
の

整
備
な
ど
求
め
て
き
た
。
更
な
る
防

災
対
策
の
充
実
を
求
め
る
。
都
の
地

域
防
災
計
画
を
踏
ま
え
市
も
計
画
の

見
直
し
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
契

計
画
策
定
に
市
民
の
声
を
反
映
し
な

い
か
、
形
食
料
の
備
蓄
は
被
害
想
定

に
見
合
う
も
の
に
拡
充
を
。
径
放
射

能
対
策
を
盛
り
込
む
べ
き
。
恵
木
造

住
宅
耐
震
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
防
災
会

議
に
公
募
委
員
を
入
れ
、
市
民
意
見

を
反
映
す
る
。
形
備
蓄
計
画
は
再
構

築
し
て
い
く
。
都
に
小
金
井
公
園
な

ど
に
備
蓄
倉
庫
設
置
を
要
請
し
て
い

る
。
径
記
述
を
加
え
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

恵
他
部

署
の
計
画
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

　

許
ま
ち
づ
く
り
事
業
用
地
に
図
書

館
や
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
高
齢
者
の
施

設
設
置
を
求
め
る
。

　

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

策
定
委

員
会
の
答
申
を
尊
重
し
基
本
計
画
を

作
る
。
具
体
的
な
検
討
は
今
後
行
う
。

更
な
る
防
災
対
策
の
強
化

更
な
る
防
災
対
策
の
強
化
をを

求
め
求
め
るる

片
山　

薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
こ
の
４
年
間
で
「
子
ど
も
の
権

利
に
関
す
る
条
例
」
は
有
効
活
用
さ

れ
た
か
。
契
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
プ
ラ

ン
で
の
検
証
。
形
教
育
施
策
の
中
で

は
。
径
青
少
年
議
会
は
な
ぜ
無
く
な

っ
た
か
。
恵
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
の
検
討
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
各
子
ど
も

施
策
で
ど
の
条
文
が
反
映
し
た
か
を

検
証
し
た
。
恵
検
討
中
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
教
育
課
程
を

編
成
の
際
、
条
例
を
参
考
。

　

市
長　

径
学
校
が
忙
し
く
な
っ
た
。

学
校
等
と
話
し
て
み
た
い
。

　

許
契
市
民
発
案
、
市
民
協
働
で
作

ら
れ
た
雨
デ
モ
風
デ
モ
ハ
ウ
ス
の
愛

称
変
更
に
つ
い
て
。
形
エ
ク
セ
ル
ギ

ー
と
い
う
理
念
。
径
今
後
の
運
営
。

恵
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
開

示
す
べ
き
。

子
ど
も
の
権
利
条
例

子
ど
も
の
権
利
条
例
／／

雨
デ
モ
風
デ
モ
ハ
ウ

雨
デ
モ
風
デ
モ
ハ
ウ
スス　

環
境
政
策
課
長　

契
公
募
で
良
い

も
の
に
決
め
た
い
と
考
え
た
。
形
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
と
い
う
理

解
。
径
熱
意
を
持
っ
た
市
民
団
体
が

い
な
け
れ
ば
事
業
は
完
成
し
な
か
っ

た
。
今
後
は
多
彩
な
団
体
と
協
働
。

恵
検
討
中
。

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
に
も
ス
イ
カ
や

パ
ス
モ
の
利
用
を
可
能
に
し
、
利
便

性
の
向
上
を
計
ら
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

車
両
の
入
替
え

に
伴
っ
て
実
施
す
る
か
、
全
車
両
に

設
置
す
る
か
検
討
し
た
い
。

　

許
難
聴
者
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
た
め
、
検
診
等
の
充
実
を
。
契

高
齢
者
の
難
聴
検
診
を
行
い
、
補
聴

器
購
入
へ
の
公
費
助
成
を
行
う
べ
き
。

形
乳
幼
児
難
聴
検
診
の
周
知
充
実
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
成
人
健
康
相

談
に
て
希
望
者
に
聴
覚
検
診
を
行
っ

て
い
る
。
助
成
に
つ
い
て
は
障
害
者

の
補
装
具
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
形

乳
幼
児
は
契
約
医
療
機
関
や
、
出
産

入
院
中
に
検
査
が
可
能
な
病
院
も
あ

る
。
更
に
周
知
方
法
を
工
夫
す
る
。

　

距
介
護
予
防
の
小
金
井
さ
く
ら
体

操
の
拡
充
を
。
契
身
近
な
公
園
や
新

設
と
な
る
市
政
セ
ン
タ
ー
等
を
使
っ

て
会
場
を
増
設
し
な
い
か
。
形
市
政

セ
ン
タ
ー
に
多
目
的
室
を
設
け
、
交

流
サ
ロ
ン
と
し
て
も
活
用
す
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
野
外
で
の
体

操
も
可
能
。
リ
ー
ダ
ー
と
相
談
し
た

い
。
形
サ
ロ
ン
は
研
究
す
る
。さくら体操の後、ＤＶＤを見ながらセラバン

ドを使って

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
に

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
に
もも

ス
イ
カ
等
を
導
入
し
な
い

ス
イ
カ
等
を
導
入
し
な
い
かか

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

可
燃
ご
み
処
理
施
設
や
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
、
貫
井
北
町
地
域
セ

ン
タ
ー
、
さ
ら
に
庁
舎
建
設
な
ど
膨

大
な
財
政
需
要
が
発
生
す
る
。
施
設

白
書
で
は
施
設
の
維
持
管
理
や
耐
震

補
強
に
要
す
る
費
用
は
今
ま
で
の
約

２
倍
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
直
近
の

決
算
数
値
で
は
形
式
収
支
は
黒
字
だ

が
実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字
で
あ
る
。

更
に
、
起
債
残
高
は
平
成　

年
度　

２３

３１４

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
契
地
方
債
残

高
と
直
近
の
決
算
数
値
に
つ
い
て
。

形
施
設
白
書
と
市
の
財
政
負
担
に
つ

い
て
問
う
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
財
政
調
整
基

金
は
平
成　

年
度
予
算
で
約
５
億
円

２５

ま
で
減
少
し
、
地
方
債
残
高
は
右
肩

上
が
り
で
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
環
境

基
金
へ
の
積
立
て
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
は
厳
し
い
が
底
を
打

っ
た
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

形
公
共
施
設
の
最
適
化
を
図
り
、

施
設
の
複
合
化
や
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
資
金
の
活
用
な
ど
を
含
め
、
限
り

あ
る
資
産
を
最
大
限
活
用
し
公
共
施

設
の
量
も
規
制
し
て
い
く
。

今
後
の
市
財
政
を
問

今
後
の
市
財
政
を
問
うう

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

ま
ず
始
め
に
、
ご
み
の
広
域
支
援

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
各
市
や
最

終
処
分
場
の
日
の
出
町
の
行
政
関
係

者
及
び
近
隣
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
の
小
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
の
学
力
は
、
東
京
都
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
る
。
一
般
的
に
子
ど
も

た
ち
の
規
範
意
識
は
低
く
な
っ
て
き

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
心
の
教
育
と

し
て
の
道
徳
教
育
充
実
が
大
き
な
意

義
を
持
つ
。
契
道
徳
教
育
へ
の
考
え

は
。
形
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
を

高
め
て
い
く
努
力
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
道
徳
の
時
間

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
形
第
四
小
学

校
で
は
、
こ
の
２
年
間
自
尊
感
情
を

高
め
て
い
く
指
導
の
研
究
を
行
っ
て

き
て
い
る
。
そ
の
取
組
に
つ
い
て
、

道
徳
教
育
推
進
委
員
会
等
を
通
じ
、

広
く
学
校
、
教
職
員
に
周
知
を
し
て

い
き
た
い
。

　

教
育
長　

契
道
徳
教
育
地
区
公
開

講
座
等
を
通
し
、道
徳
学
習
、自
尊
感

情
を
高
め
る
指
導
を
充
実
し
て
い
く
。

形
地
域
の
方
や
家
庭
の
方
と
一
緒
に

同
方
向
で
進
む
事
が
大
切
で
あ
る
。

道
徳
教
育
の
す
す

道
徳
教
育
の
す
す
めめ

市民発案による「雨デモ風デモハウス」のイメージ図
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田
頭
祐
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

地
域
福
祉
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
修
了
生
に
よ
る
、
サ
ロ
ン

や
居
場
所
作
り
が
４
年
間
で
６
つ
も

始
ま
っ
て
い
る
。
契
目
的
は
。
形
ど

の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
か
。
径
周
知

が
足
り
な
い
。
サ
ロ
ン
の
マ
ッ
プ
作

り
へ
の
支
援
は
。
恵
地
域
の
よ
ろ
ず

相
談
も
引
き
受
け
ら
れ
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
適
切
な
配
置
を
。
慶
市

民
協
働
の
視
点
で
、
住
民
の
活
動
を

支
援
し
、
連
携
さ
せ
る
地
域
福
祉
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
行
政
の
手
が

届
か
な
い
地
域
福
祉
活
動
を
住
民
の

立
場
で
推
進
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

強
化
す
る
。
形
地
域
で
知
り
合
い
を

増
や
す
居
場
所
作
り
、
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン
、
立
ち
寄
り
所
の
企
画
運
営
、

市
内
の
サ
ロ
ン
の
マ
ッ
プ
作
り
、
情

報
交
流
広
場
の
企
画
な
ど
。
径
市
の

地
域
で
知
り
合
う
居
場

地
域
で
知
り
合
う
居
場
所所

「
縁
が
輪
」
を
作
ろ

「
縁
が
輪
」
を
作
ろ
ううＨ

Ｐ
で
も
リ
ン
ク
を
図
る
。
マ
ッ
プ

や
冊
子
作
り
は
で
き
る
限
り
支
援
す

る
。
恵
行
政
に
は
で
き
な
い
ち
ょ
っ

と
し
た
相
談
ご
と
の
解
決
や
、
問
題

の
深
刻
化
を
防
ぐ
行
政
と
の
連
携
が

重
要
と
認
識
。
慶
先
進
事
例
を
研
究

し
た
い
。

多世代交流の寄合所のある『また明日』

職員数、管理職者数の
削減が必要

新庁舎建設予定地（旧蛇の目工場跡地）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

日
本
は
世
界
男
女
平
等
ラ
ン
キ
ン

グ　

位
で
、
女
性
の
貧
困
化
も
進
ん

１０１
で
い
る
。
国
の
２
０
２
０
年
ま
で
に

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
指
導
的
女

性
を　

％
に
す
る
目
標
達
成
に
向
け
、

３０

公
共
契
約
を
通
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
を
。

　

契
市
管
理
職
の
女
性
比
率
と
ア
ッ

プ
の
方
策
。
形
総
合
評
価
入
札
制
度

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
位
置
付

け
。
径
同
じ
く
公
契
約
条
例
に
お
け

る
位
置
付
け
。
恵
第
４
次
女
性
行
動

計
画
に
公
共
契
約
を
位
置
付
け
、
推

進
す
べ
き
。
慶
女
性
行
動
計
画
の
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
位
置
付
け
。
慧

男
女
平
等
施
策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

総
務
部
長　

契　

％
。
主
事
職
に

１５

占
め
る
割
合
は　

％
。
昇
任
試
験
を

６１

受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
能
力
向

上
へ
の
支
援
体
制
等
。
形　

年
度
よ

２２

り
試
行
実
施
。
女
性
比
率　

％
以
上

３０

の
会
社
に
加
点
。
径
今
後
の
研
究
。

　

企
画
財
政
部
長　

恵
審
議
会
に
伝

え
、
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
。

　

企
画
政
策
課
長
補
佐　

慶
「
性
別

に
よ
ら
ず
だ
れ
も
が
」
に
書
き
換
え
。

　

市
長　

慧
積
極
的
に
取
り
組
む
。

男
女
平
等
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

男
女
平
等
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・・

ア
ク
シ
ョ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
をを

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

管
理
職
者
の
人
数
が
、
東
京
多
摩

地
域　

市
の
中
で
、
小
金
井
市
と
人

２６

口
が
同
じ
昭
島
市
、
東
久
留
米
市
、

国
分
寺
市
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い

る
。
相
当
過
剰
な
配
置
に
な
っ
て
い

る
。
多
過
ぎ
る
人
数
に
、
そ
れ
ら
の

年
間
人
件
費
を
掛
け
合
わ
せ
て
み
る

と
、
約
４
億
円
ぐ
ら
い
の
過
剰
分
が

あ
る
。
意
識
的
に
是
正
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

管
理
職
が
多
い
の
は
お
っ

し
ゃ
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か

脱
ム
ダ
で
市
政
を
変
え

脱
ム
ダ
で
市
政
を
変
え
るる

更
な
る
行
革
の
断
行

更
な
る
行
革
の
断
行
ををし

、
そ
の
人
た
ち
は
、
み
ん
な
仕
事

を
持
っ
て
い
る
。
部
長
を
一
人
減
ら

せ
ば
、
補
佐
す
る
課
長
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
革
に
関
し
て

は
、
行
政
診
断
調
査
の
報
告
書
や
、

市
議
選
等
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い

き
た
い
。

■
他
に
、「
大
幅
な
ご
み
減
量
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
」
「
早
期
の
庁

舎
建
設
で
賃
借
庁
舎
を
脱
却
す
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
契
「
ひ
と
声
訪
問
事
業
」
は
十

分
に
安
否
確
認
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。
形

「
ひ
と
声
訪
問
事
業
」
を
見
直
し
以

前
に
戻
す
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
見
守
り
支
援

の
重
要
な
事
業
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。
形
見
直
し
前
の
状
況
に
戻
す

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
受
益
者
負

担
の
導
入
や
対
象
要
件
等
も
含
め
、

他
の
見
守
り
支
援
事
業
と
合
わ
せ
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

許
公
民
館
事
業
の
新
年
度
の
予
算

額
は
、　

年
間
で
最
低
レ
ベ
ル
と
な

１０

っ
て
い
る
。「
公
民
館
活
動
の
更
な

る
発
展
」「
施
策
の
充
実
」
に
反
す
る

も
の
。
契
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て

「
施
策
の
充
実
」
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
形
予
算
の
拡
充

を
果
た
し
て
い
く
べ
き
。

　

市
長　

契
市
民
に
、
こ
の
事
業
を

お
任
せ
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

公
民
館
長　

形
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
必
要
な
予
算
は
で
き
る
だ

け
削
減
し
な
い
方
向
で
努
力
し
て
い

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

孤
独
死
ゼ
ロ
へ
の
対
策

孤
独
死
ゼ
ロ
へ
の
対
策
のの

充
実
充
実
をを

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
た
め
、
先
進
市
の
経

験
に
学
び
、
去
勢
手
術
助
成
等
の
対

応
策
を
検
討
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

す
で
に
東
京
都
の
包

括
補
助
金
を
活
用
し
、　

市
が
実
施
。

１４

単
な
る
助
成
で
な
く
、
地
域
活
動
の

連
携
な
ど
抜
本
的
に
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

　

市
長　

飼
い
主
の
責
任
で
あ
る
。

　

飼
い
主
に
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

現
在
の
財
政
状
況
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

許
危
機
的
財
政
状
況
を
理
由
に
、

が
ん
健
診
や
特
定
健
診
を
有
料
化
す

る
方
針
だ
が
、
早
期
発
見
早
期
治
療

を
遅
ら
せ
る
。
有
料
化
を
や
め
る
べ

き
。
ま
た
公
民
館
、
集
会
施
設
の
有

料
化
も
同
様
で
あ
る
。
当
面
蛇
の
目

工
場
跡
地
に
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
を
建
設

す
る
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
回
す
べ

放
し
飼
い
に
さ
れ
た
動
物

放
し
飼
い
に
さ
れ
た
動
物
等等

の
対
応
に
つ
い

の
対
応
に
つ
い
てて

き
。

　

市
長　

負
担
能
力
の
あ
る
人
は
負

担
し
て
も
ら
う
。
都
市
計
画
事
業
は

必
要
。
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
を
や
る
つ
も

り
は
な
い
。

■
こ
の
他
に
、
調
布
飛
行
場
の
運
用

の
変
更
に
つ
い
て
質
問
。

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

東
小
金
井
駅
北
口
地
域
に
２
０
０

９
年
か
ら
ス
ー
パ
ー
が
な
く
な
り
、

梶
野
町
と
緑
町
東
部
が
買
い
物
不
便

地
域
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
除
却
や
都
市
計
画
道

路
建
設
の
た
め
の
立
ち
退
き
に
よ
り
、

日
常
生
活
の
買
い
物
に
支
障
を
き
た

す
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
契
商
工
業

者
と
連
携
し
て
移
動
販
売
を
行
わ
な

い
か
。
形
地
元
農
業
者
の
協
力
を
得

て
、
東
小
金
井
駅
北
口
に
仮
設
の
農

産
物
直
売
所
を
作
ら
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

商
業
振
興
策
は
商
店

街
の
自
助
努
力
に
対
し
、
市
は
側
面

か
ら
支
援
を
行
う
こ
と
を
基
本
姿
勢

と
し
て
い
る
。
契
行
政
と
し
て
実
施

す
る
の
は
非
常
に
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し
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商
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に
伺
っ
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と
こ
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、
黄
金
井
の
里
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い
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エ
ン
ジ
ン
役
の
中
間
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を
中

心
に
し
な
が
ら
、
買
い
物
不
便
地
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へ
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い
て
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題
と
し
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受
け
止
め
て
い
る
と
い
う
話
を
い
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だ
い
た
。
形
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
に
伺

っ
た
と
こ
ろ
、
場
所
や
従
業
員
、
生

産
高
の
関
係
で
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

東
小
金
井
駅
北
口
地
域

東
小
金
井
駅
北
口
地
域
のの

買
い
物
難
民
に
対
策

買
い
物
難
民
に
対
策
をを

　目の不自由な方のために、市議会の活動を知っていただくため、「声の議会だ
より」を発行しています。
　「声の議会だより」は、ボランティアグループ小金井市対面朗読の会のご協力
をいただき、市議会だよりの内容をカセットテープに収録したものです。
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら議会事務局
までご連絡ください。

対　象　原則として身体障害者手帳１～６級の視覚
障害者の方

その他　対象者以外の方で録音テープを利用したい
方は、図書館でご利用いただけます

申込み　議会事務局（市役所本庁舎４階緯０４２−３８７
−９９４７）

声声声声声声声声声声のののののののののの議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会だだだだだだだだだだよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりをををををををををを発発発発発発発発発発行行行行行行行行行行ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままま声の議会だよりを発行していますすすすすすすすすすす煙 ご利用ください 煙
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議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席

付　
　

託　
　

先

請願・陳情の審議結果 会派名（人数）　 ※議長は除く

改
革
連
合 
敢

自
民
党
小
金
井 
棺

公　

明　

党 
棺

民
主
・
社
民 
棺

日
本
共
産
党 
棺

み
ど
り
・
市
民 
款

要　　　　　　旨件　　　名

採　択×××○○○庁新庁舎には、議会専用の議場と委員会室は設置しないこととし、行政や市民も利用
できる大会議室等にその機能を包括させること等を求めるもの。

新庁舎に議会専用の議場や委員会室は要らな
いとする議会意思の表明を求める陳情書

採　択○○○○○○議
議会基本条例に、議会報告会の開催を明記し、年１回ではなく、開催回数を増やす
こと。また、参加者を更に拡大できるよう、広報宣伝等を充実してもらうことを求
めるもの。

議会報告会の開催回数増と内容の充実を求め
る陳情書

採　択×○１
×３×○○○総再生エネルギー由来の環境に優しいＰＰＳ利用等の、脱原発に資する取組を行い、脱

原発都市宣言を行うことを求めるもの。原発問題に関わる陳情書

採　択○○○○○○庁
市民が安全・安心して生活できるよう、早期に新庁舎建設のための様々な事業手法
（ＰＦＩ等）の比較検証を行い、具体的な建設スケジュールを市民に公開すること等を
求めるもの。

早期に防災の拠点となる新庁舎の建設を求め
る陳情書

不採択××××××総責任を問われない、責任のない市役所役職者は必要なく、廃止または一時中止する
ことを議会において検討すること等を求めるもの。

小金井市役所職員の役職廃止、一時中止に関
する委員会設置を求める陳情書

不採択××××○○建
調布飛行場の一部計器飛行化は行わず、悪天候での就航は見送ること。東京都に対
し、小金井市を公式に関係自治体と認め、調布市、三鷹市、府中市と同様に交渉団
体として、協定を締結すること等を要望するもの。

調布飛行場対策に関わる陳情書

不採択××××３
△１○○建武蔵小金井駅南口広場に、小金井市のシンボルでもある「小金井市非核平和都市宣

言」を記したモニュメントの設置を要望するもの。モニュメント設置に関する陳情書

不採択××××○○総
管理職者等が多いことによる影響額を明らかにし、退職管理職者等の不補充、また
は補充抑制の手法を用いて、人数を段階的に削減し、適正化させることを求めるも
の。

市役所の管理職者等の人数削減を求める陳情
書

採　択○○○○○○建
梶野通りと東大通りでの交通事故を未然に防止するため、現在拡幅工事が行われて
いるこの機会に、車道と歩道の間に自転車専用通路を設置してもらうよう要望する
もの。

梶野通りと東大通りに自転車専用通路の設置
を求める陳情書

採　択○○○○○○建
市民が安心・安全に通行でき、事故を未然に防ぐためにも、早急に緑町２丁目８番
コンビニエンスストア前の東大通りに歩行者用信号機や横断歩道を設置すること等
を求めるもの。

緑町２丁目８番コンビニエンスストア前の東
大通りに信号機等の設置を求める陳情書

承　認○○○○○○即２４陳情第８１号小金井市職員給与に関する陳情書の撤回

採　択×××○○○厚
認可保育園の保育料を公平公正な議論のもと行い、どんな家庭でも安心して保育が
受けられるよう、保育料徴収額を厚生労働省の通知に則り行うこと等を求めるも
の。

「２０１３年度以降の保育料徴収について平成２３
年７月１５日付厚労省の通知に則って行うこと
を求める」陳情書

不採択×××××○総
再任用制度は業務の効率化、コスト減になるということは理解できるが、市民感覚
では退職者がそのまま業務を続けることに問題を感じることから、再任用制度を縮
少し新規採用の促進、若年職員の育成等を要望するもの。

小金井市職員の再任用職員の採用の少数化、
再任用期間の縮少及び新規採用、若年職員の
育成に関する陳情書

趣旨採択○○○○○○ご
内側にアルミを貼った紙パックにベルマークと同じ価値を持つものがあり、震災復
興支援や、ベルマーク運動に利用できることを市報等に掲載し、広く市民に周知す
ることを要望するもの。

ベルマーク運動を活用して、東北支援等に役
立てて頂くことを求める陳情書

採　択○○○○○
○２
×３厚

平成２５年度事業として関野橋から梶野橋の間等に小金井桜復活のための幼木を植栽
する用地提供を依頼する文章を東京都水道局宛てに送り、また東京都等と小金井桜
復活連絡組織を設置し、協働事業として推進すること等を求めるもの。

『名勝小金井桜』の復活へ向けてモデル地区
終了後も引き続き小金井市として小金井サク
ラの植栽事業を継続する決議の陳情書

採　択○○○○○○厚玉川上水整備活用計画に基づいて、玉川上水両岸の雑木等を早期に伐採し、かつて
の小金井桜堤を再現する事業の推進を要望するもの。

玉川上水堤の小金井桜の成長を阻害する木々
の伐採を要望する陳情書

不採択××××××総
反原発団体を中心に経済産業省の敷地に脱原発テントを設置しているが、最近では
右翼や街宣右翼とのトラブルが多発しており、１日も早いテントの撤去を国に対し
て求めるもの。

「脱原発テント」の強制撤去を求める陳情書

採　択○○○○○○厚中央線の高架化で実現したスペースを、市がＪＲ東日本より借り受けて、そこに体育
施設を建設していただくことを要望するもの。

ＪＲ高架下に小金井市の体育施設を建設して
いただくことを求める陳情書

不採択×○１
×３××○○総選挙の争点になっている事項について、一方の立場からの広報物だけが投票所やそ

の付近に設置されず、選挙の公正さに疑義が生じないよう配慮等を求めるもの。

東京都政に関する選挙の投票所におけるオリ
ンピック招致広報物の取り扱いについて意見
書を提出することを求める陳情書

不採択×○１
×３×××○１

×４総有権者が主権者としての自覚を持って、進んで投票に参加し、選挙が公明かつ適正
に行われ、国民の意思が正しく政治に反映される選挙の推進を求めるもの。

小金井市議会議員選挙での「明るい選挙」推
進を求める陳情書

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　議：議会運営委員会　　ご：ごみ処理施設建設等調査特別委員会
　　　　　　庁：庁舎建設等調査特別委員会
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます
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○賛成　×反対　△退席

意見書・決議の審議結果
※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。
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原案
可決○○○○○×

原発事故の発生により、原発に依存しない取組が求められている。新たなエネルギー資源の開発や
再生可能エネルギーの利用拡大が望まれる。国内の天然ガス消費量の⚑⚐⚐年分にも相当するメタン
ハイドレートが存在するとの試算もあり、注目されている。実用化を進める予算措置や、実用化を
強力に推進する取組を求めるもの。

メタンハイドレートの実用化を求め
る意見書

原案
可決×○⚑

×⚓×○○○

東日本大震災の被災者は、家族を失い、家屋を失い、財産を失い、厳しい生活を余儀なくされてい
る。よって、国会並びに政府に対し、地方自治体が、被災者に対する市町村国保、後期高齢者医療、
介護保険の窓口負担の免除を今後も安定的に継続できるよう、必要な財源の全額を国が負担するこ
とを求めるもの。

東日本大震災の被災自治体が、被災
者に対する医療費全額負担措置等を
継続できるよう、国がその経費の全
額を負担することを求める意見書

原案
可決○

○⚓
△⚑○○○○

昨年の総選挙では、一つの政党が⚑人⚑区の小選挙区において⚔割台の得票で⚘割の議席を占め
た。小選挙区制選挙で投票された約⚕,⚙⚖⚒万票のうち「死に票」は、⚕⚓％にも上った。極めていびつ
な結果であり、民意を正しく反映していない。国民の意思を反映しない小選挙区制を廃止し、選挙
制度の抜本改革を求めるもの。

小選挙区制を廃止し、国民の意思を
反映する選挙制度に見直すことを求
める意見書

原案
可決○○○○○○

劣悪な住環境の貧困ビジネスの施設に集められた生活困窮者の生活保護費地元自治体負担分が市財
政を圧迫している。市議会として、国と都に対し、生活保護制度を悪用し生活困窮者を健康で文化
的な最低限度の生活水準を下回る極めて劣悪な住環境に住まわせ利得を得る貧困ビジネスの規制強
化を求めるもの。

貧困ビジネスの規制強化を求める意
見書

原案
可決○

×⚑
△⚓×○○○

先の大戦の空襲などによる被害は全国に及び、東京でも大きな被害を受けた。多くの被害者はこの
空襲で傷害を受け、筆舌に尽くせない悲惨な体験を引きずり生きている。先進国の多くは、軍人・
民間人の区別なく、等しく救済と補償が行われている。よって空襲被害者等援護法を制定し救済と
補償を求めるものである。

空襲被害者等援護法（仮称）の制定
を求める意見書

否決×○⚑
×⚓××○○

⚖月⚒⚓日投開票の東京都議会議員選挙では、東京オリンピック招致が争点になると思われる。一方
の立場からの広報物だけが投票所やその付近に設置されていたとすれば、選挙の公正さに疑義が生
じかねない。よって、東京都に対し、そのような事態を避けるよう配慮を求めるもの。

東京都政に関する選挙の投票所にお
けるオリンピック招致広報物の取扱
いに関する意見書

原案
可決○○○○○×

市議会は、議員の国民健康保険税等の納付状況を公開した。その中で、渡辺大三議員から政治倫理
条例に基づく弁明が行われた。⚒度目の滞納であるが、期間等について明らかにせず、説明責任は
果たせていない。市民は様々な困難を抱えながらも納税に努めており、市民への背信行為である。
再度誠実に弁明することを求めるもの。

国民健康保険税の滞納について、市
民に情報を公開し、再度誠実に弁明
することを求める決議

原案
可決○○○○○×

渡辺大三議員は平成⚒⚑年度に滞納があり、本会議で弁明を行った。しかし、真摯な説明と謝罪はな
く、市議会は説明責任を果たすよう求めたが、説明されなかった。同議員は平成⚑⚕年にも、国民健
康保険税の滞納について弁明している。納税に真剣でないなら議員としてふさわしくない。よっ
て、市議会議員の職を辞するよう勧告するもの。

再三、国民健康保険税を滞納した渡
辺大三議員に対し議員辞職を勧告す
る決議
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請願・陳情の流れ

請　

願
・
陳　

情

議　

長　

受　

理

提出いただいた請願・陳情の審査は次のように行われます。

本会議で所
管の委員会
に付託

委員会で
審査

本会議で
採決
※❹

市長等へ
送付

請願・陳情
代表者へ通
知

不採択

採択

継続審査

本会議の最終日
に所管の委員会
に付託

閉会中の委員会
で審査

次の定例会

※
❶

※
❷

※
❸

市長等が願意
にそって執行
・処理

執行・処理経
過及び結果を
議長へ報告

定例会

※❶定例会2日目の午後5時までに提出されたもの
※❷定例会最終日の2日前の午後5時までに提出されたもの
※❸閉会中に提出されたもの
※❹採択、不採択、継続審査の他に趣旨採択及び審議未了と
なる場合があります。なお、いずれの場合も請願・陳情
代表者に結果が送付されます。

趣旨採択とは
　請願・陳情について、財政事情等から願意を実現すること
が困難な場合に行う、「請願・陳情全体の願意は理解でき、
その趣旨目的には賛成である」という意味の議決です。
審議未了とは
　議会が、その意思を示すべき案件ではない等の判断を行い、
会期中に議決も継続審査決定もしないことで、会期不継続の
原則により、廃案（審議未了）とするものです。
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